
肥
後
図
宇
土
郡
轟
村
宮
荘
貝
塚
人
骨
報
告

醤
皐
博
士

清

野

謙

次

第

部

人
骨
の
出
土
状
態
に
就
て

轟
貝
塚
報
告
は
余
が
津
雲
貝
塚
報
告
に
比
し
て
甚
だ
簡
軍
な
る
を
兎
か
れ
令
。
こ
れ
出
土
人
骨
敷
が
乏
し

か
・
り
し
た
め
、
及
人
骨
附
属
遺
物
が
軍
調
な
り
し
が
矯
め
な
り
。
而
て
費
掘
人
骨
整
理
の
都
合
上
、
研
究
報
告
を

三
分
し
て
、
人
骨
出
土
朕
態
の
み
を
遺
物
出
土
篇
さ
合
せ
て
費
表
す
る
理
由
は
.
滞
雲
貝
塚
接
掘
報
告
の
胃
頭

仁
遁
J

べ
た
る
が
如
し
。
叉
貝
輸
の
使
用
法
等
も
津
雲
貝
塚
に
於
け
る
さ
等
し
き
が
故
に
、
改
め
て
繰
り
返
さ
す
。

r四..，

-
Lー・4

人

骨

出

土

地

屠

人

骨

は

轟

貝

塚

費

掘

地

圃

及

別

項

轟

村

宮

症

貝

塚

調

査

報

告

仁

明

ら

か

な

る

が

如

く

、

現

存

貝

塚

の

東

南

な
り
。

突
角
(
鈴
木
文
太
郎
氏
接
掘
地
域
)
よ
り
西
南
乃
至
西
方
に
亘
れ
る
、
狭
少
な
る
地
域
よ
り
接
見
せ
ら
れ
し
の
み

地
主
前
田
利
平
氏
等
の
口
語
に
よ
り
て
考
ふ
る
も
、
亦
地
形
に
よ
り
て
判
守
る
も
、
余
等
が
費
掘
地
よ
り
南

方
及
東
方
の
地
を
掘
り
下
げ
・
曾
て
水
固
さ
な
せ
し
時
に
は
、
多
数
の
人
骨
を
費
掘
せ
し
も
の
な
る
ぺ
〈
、
人
骨

出
土
地
の
大
部
分
は
既
に
消
滅
し
居
り
た
る
は
遺
憾
な
り
。

費
掘
地
域
圃
(
固
版
第
三
十
六
)
仁
よ
り
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
人
骨
の
分
布
駅
態
は
津
雲
貝
塚
等
よ
り
も

八.



人
骨
の
出
土
状
態
に
就
て

ノ、

著
し
〈
不
規
則
な
り
し
も
の
、
如
〈
、
諸
例
が
列
を
成
す

の
傾

向

乏

し

く

の
み
な
ら
歩
、
或
地
域
じ
で
は
密
集

し
、
又
他
の
地
域
に
て
は
甚
だ
少
数
散
在
せ
る
の
み
な
り
。

後
表
示
す
が
如
く
、
人
骨
は
概
ね
現
今
の
地
表
下
二
尺
内
外
の
地
仁
在
れ
ざ
、
所
仁
よ
り
て
は
一
尺
又
は
三

尺

鈴

の

深

さ

に

存

す
。而

て

多

数

例
(十

八

例

中

の

十

例
)仁
て
は
、
人
骨
は
貝
唐
最
下
部
よ
り
貝
層
下
有
機
土
に

一
日
一
り
て
存
在
し
、
愛
掘
が
進
み
て
貝
唐
が
勝
仁
蓋
き
ん
さ
す
る
頃
仁
、
骨
格
の
一
部
が
(
多
く
の
場
合
じ
於
て
膝

開
節
部
又
は
頭
益
骨
)
が
現
は
る
、
を
常
ぜ
せ

h
J
。
さ
れ
J
T
L

津
雲
貝
塚
仁
於
げ
る
よ
り
も
、
比
較
的
屡
骨
骸
は
浅

層
、
郎
貝
層
中
(
十
八
例
中
三
例
)に
存
在
し
、
又
は
反
封
に
深
層
、
郎
貝
層
下
有
機
屠
中
(十
八
例
中
五
例
)
仁
存
在
す
。

従

て

轟

貝

塚

に

於

げ

る

人

骨

埋

葬

の

深

さ

は

津

雲

貝

塚

よ

り

も

一

定

せ

ざ

る

も

の

な

り

。

興
味
あ
る
は
第
五
競
及
第
六
競
人
骨
の
所
見
な
り
。
第
五
競
(
女
性
)
は
全
身
骨
の
略
完
備
せ
る
座
位
屈
葬
仁

し
て
葉
南
腕
じ
は
後
通
の
如
く
、
各
一
個
宛
の
貝
輸
を
挿
入
せ
り
。
全
身
は
固
版
に
て
示
せ
る
が
如
く
、
貝
層
内

に
埋
設
せ
ら
れ
(
貝
層
は
此
部
に
於
て
土
壌
を
交
ふ
る
こ
さ
少
な
か

h
し
に
よ
り
骨
表
面
は
白
し
)
腰
部
は
貝

層
下
部
仁
達
せ
り
。
第
五
競
骨
を
除
去
せ
し
仁
、
骨
盤
及
薦
骨
下
よ
り
第
六
時
抗
(
男
性
)
の
頭
益
骨
が
露
出
し
、
薦
骨

後
面
さ
頭
益
骨
上
面
さ
は
相
距
る
こ
さ
一
寸
仁
満
た
や
。
従
て
第
五
競
は
第
六
時
仇

の
頭

上

に

座

せ

し

も

の

な

勿
論
斯
か
る
場
合
に
は
、
第
六
競
は
第
五
競
よ
り
も
古
く
埋
葬
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ち
。
而
て
津
雲
貝
塚
じ

於
て
類
例
を
見
る
が
如
く
、
一
度
古
く
埋
葬
せ
し
場
所
を
、
石
器
時
代
仁
於
て
、
埋
葬
の
目
的
に
て
再
び
盛
掘
し

此
所
じ
悦
埋
葬
骨
の
頭
部
が
露
出
せ
し
が
矯
め
、
夏
ら
じ
深
く
蜜
掘
す
る
事
を
中
止
し
て
、
第
五
競
を
上
部
じ

埋

葬

し

了

り

し

も

の

な

る

ぺ

し

。

固

よ

り

特

別

の

事

情

あ

り

て

男

女

雨

龍

を

故

意

に

か

、
る

位

置

に

埋

葬

せ



し

こ

さ

無

き

に

は

非

ら

ざ

る

可

し

ω

「ー「

一一L......J 
人

骨

附

届

遺

物

頭
益
骨
叉
は
骨
幣
聞
に
石
銃
、
土
器
破
片
等
の
混
入
せ
し
-
』
さ
往
々
あ
り
し
も
二
』
は
貝
居
中
の
も
の
申
C

等

し
く
、
人
骨
附
麗
物
さ
は
看
倣
し
得
令
。
確
な
る
例
ざ
し
て
、
僅
か
に
二
例
の
前
勝
骨
に
貝
輸
の
挿
入
を
見
し
事

な

り

。

貝

輸

は

津

雲

貝

塚

に

て

多

数

認

む

る

が

如

く

毛

ガ

ヒ

製

の

も

の

な

り
e

第

三

競

骨

は

頭

部

を

快

け

る

も

の

な

h
し
が
、
右
腕
に
一
佃
の
貝
輪
あ
り
。貝
輪
後
部
(
全
形
の
約
三
分
の

ご
の
み
残
存
し
、
最
狭
部
の
幅
は
五
分
な
り
。
形
肢
は
究
例
の
も
の
さ
等
し
。

第

五

競

骨

仁

着

用

せ

し

貝

輸

の

大

さ

は

究

の

如

し

。

単
位
ハ
寸

=
テ
一
一
山
ス

サ

後
部
最
狭
幅

。
、
七
五

右

腕

用

高。。、、
四四

o 0 
七九

O
、
六
五

二
、
五

左

腕

用

一
一
、
大

南

側

貝

輸

は

略

同

大

な

b
。
恐
ら
く
一
頼
の
二
枚
貝
よ
り
製
作
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
甚
だ
大
な

る
貝
殻
を
使
用
し
て
、
其
殻
頂
部
に
孔
を
穿
も
、
且
貝
殻
腹
側
縁
を
擦
り
減
ら
し
た

る

も
の
な
る
が
故
に
、
甚

だ
厚
く
し
て
頑
丈
な
る
の
み
な
ら
や
、
津
雲
貝
塚
例
さ
異
な
り
て
、
前
部
さ
後
部
さ
の
幅
の
差
乏
し
。
従
て
形

式

が

幾

分

異

な

れ

る

の

み

な

ら

中

、

貝

輪

表

面

の

研

磨

充

分

な

ら

令

し

て

自

然

面

を

残

せ

り

。

然

の

み

な

ら

令
、
下
入
口
部
は
貝
輪
製
造
時
に
孔
を
穿
も
、
然
も
入
口
縁
の
研

-M
充

分

な

ら

ぎ

る

に

よ

り

、綾

部

仁

不

規

則

肥
後
図
宇
土
郡
轟
村
学
宮
点
貝
塚
人
骨
報
告

i¥ 



人
骨
の
出
土
状
態
に
脱
て

な
る
凹
凸
を
生
体
了
り
。
(
圃
版
第
四
十
)

i¥. 
四

斯

く

の

如

く

精

巧

な

ら

ぎ

る

貝

輸

は

、

津

雲

貝

塚

に

て

は

竿

製

品

ざ

し

て

人

骨

を

離

れ

た

る

貝

層

中

仁

費

化
の
程
度
さ
を
示
す
も
の
さ
謂
ふ
可
き
か
。

見
す
る
の
み
な
り
。
津
雲
貝
輸
は
非
薄
精
巧
な
り
。
轟
貝
輸
は
頑
丈
に
し
て
非
美
術
的
な
り
c
人

民

の

気

質

古

文

r---， -ー一」ー--i
人

骨

各

部

の

相

互

的

位

置

友

人

骨

埋

葬

方

位

地
質
の
開
係
上
轟
貝
塚
接
見
人
骨
は
甚
だ
脆
し
。
接
掘
時
に
は
容
易
に
破
砕
し
、
叉
費
掘
時
以
前
仁
骨
質
に

り
。
是
れ
極
め
て
遺
憾
な
る
事
な
り
き
。

多
数
の
破
れ
目
を
生
じ
居
れ
り
。
骨
盤
、
脊
椎
骨
髄
部
等
の
海
綿
服
骨
は
。
盛
掘
時
中
に
屡
小
片
に
破
砕
し
去
れ

斯

く

の

如

き

特

殊

事

精

あ

る

に

よ

り

轟

人

骨

は

津

雲

人

骨

の

如

く

完

全

に

地

中

よ

り

露

出

せ

し

め

て

骨

表
面
を
洗
樵
せ
し
後
、
撮
影
し
得
ぎ
り
き
。
余
等
が
轟
人
骨
の
出
土
寓
異
が
不
鮮
明
な
り
し
理
由
な
り
。
き
れ
ば

轟
人
骨
じ
で
は
、
身
罷
各
部
の
位
置
を
津
雲
例
の
・
如
く
、
寓
異
に
掛
照
し
得
、
ざ
る
が
故
に
、
之
れ
を
表
示
す
可
し
。

【
備
考
第
一
】
第
六
競
脅
か
除
〈
の
外
は
、
上
勝
品
目
は
肩
関
節
に
て
強
く

屈
曲
し
て
胸
町
営
側
部
に
浴
び
て
存
在
ぜ
る
が
放
に
、
各
例
に
つ
き
て
一
々
記

述
ぜ
ぎ
り
き
。

【
備
考
第
二
一
】
肘
関
節
や
強
〈
屈
す
さ
詑
ぜ
る
は
上
碕
骨
さ
前
腕
骨
さ
が

鋭
角
や
成
ぜ
る
か
云
ふ
。
務
く
屈
す
さ
は
直
角
以
上
の
角
度
や
成
ぜ
る
た
云

成!年糾
年|齢，-'-

番

務

都
世
掘
月
日

地
表
よ
り
存
在

部
位
迄
の
深
さ

第

務

二
尺
七
寸
|
三
尺

明

ふ
。
頚
か
強
〈
屈
す
さ
一
苫
ふ
は
身
偲
の
よ
宇
都
が
風
幽

L
て
顔
而
部
が
下

水
噌
肉
げ
る
た
意
味

L
、
弱
〈
屈
す
さ
は
前
下
方
か
肉
げ
る
ま
申
云
ふ
。
膝
関

節
た
強
〈
屈
す
さ
云
ふ
は
、
大
腿
骨
が
脊
柱
に
艶

L
て
九
十
度
以
内
に
在
る

た
意
味
し
、
弱
く
屈
す
さ
云
ふ
は
九
十
度
以
上
百
八
十
度
以
下
な
る
た
意
味

す
。
其
他
の
関
節
の
詑
漣
も
之
れ
に
倣
ふ
。

葬

散
置L
ぜ

る
不
信』

7c 
全
骨
髄

の

燈

各

位

位

部

置

身

不

明



第

二

竣

第

三

競

第
四
時
抗

第

五

競

第

六

競

第
七
時
現

第

八

披

第
九
時
抗

第

十

戒

第
十
一
競

第
十
二
時
抗

第
十
三
競

第
十
四
時
抗

十

二

月

十

七

日

十

二

月

十

七

日

十

二

月

十

九

日

十

二

月

十

九

日

十

二

月

二

十

日

十

二

月

二

十

日

十

二

月

二

十

日

十

二

月

二
十
一
日

十

二

月

二
十
一
日

十

二

月

二
十
一
日

十

二

月

二
十
一
日

十

三

月

二
十
一
日

不

明

河
〈
頭

)
l
w

S
〈頭
)
l
N

不

肥
後
園
宇
土
郡
轟
村
字
宮
延
貝
塚
人
骨
報
告

前尺

一

尺

五

寸

(
貝
層
内
に
存
す
)

ニ

尺

五

寸

(
貝
暦
下
に
存
す
〉

二

尺

五

寸

へ
員
暦
下
に
存
す
)

尺

一

尺

五

寸

(
艮
暦
下
に
存
す
〉

尺尺尺尺尺
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不仰
臥
嵐
葬

仰
臥
屈
葬

山
陰
位
屈
葬

仰
臥
屈
葬

仰仰
臥
麗
葬

仰仰
臥
風
葬

仰
臥
屈
葬

仰
臥
屈
葬

仰
臥
屈
葬

仰

明

一
頭
部
目
前
方
に
強
風
ι

雨
側
前
胸
骨
は
前
胸
壁
上
部
に
交
叉

一
ぜ
リ
。
下
肢
ロ
慢
の
右
側
に
横
倒
れ
さ
な
り
。
腰
膝
関
節
共

一
に
強
〈
屈
ざ
り
。

一
一
雨
側
は
近
接
し
て
位
置
ぜ
る
た
め
詳
細
の
状
不
明
な
り
。
さ

一
『
れ
ど
下
肢
骨
は
強
〈
屈
ぜ
り
。

同

右

頭
部
な

L
e
右
上
半
身
及
右
大
腿
の
み
存
寸
。
右
前
勝
部
会
噌

弱
〈
屈
し
。
右
手
は
胸
部
に
存
f
。

頚
部
は
屈
ぜ
ず
。
雨
側
前
胸
骨
ば
肘
関
節
に
て
直
角
に
屈
曲

L
前
胸
壁
下
部
に
存
す
。
大
腿
骨
は
腰
関
節
に
て
樫
く
屈
曲

L
雨
側
の
も
の
平
行
に
位
置
ぜ
リ
。
崎
町
鵡
節
は
強
風
曲
。

頚
部
は
聴
く
前
屈
c

右
伽
大
腿
骨
は
腰
関
節
に
於
て
強
風
曲
c

左
側
大
腿
骨
は
凡
そ
瓜
角
ら
成
ぜ
リ
。
雨
側
脱
骨
は
膝
閥
節

に
於
て
強
く
屈

L
、
雨
足
口
山
骨
前
に
在
り
e
肘
関
節
は
鋭
角

谷
成

L
て
屈

L
胸
堂
前
面
に
於
て
左
右
上
暗
闇
骨
は
交
叉
ぜ
り

頚
部
ロ
屈
曲
ぜ
ず
c

右
側
上
胸
骨
は
肩
関
節
に
於
て
外
側
に

約
直
角
た
な
し
て
掌
上
ぜ
ら
れ
わ
い
ろ
も
、
肘
関
節
に
於
て
強

く
屈
曲
ぜ
る
が
わ
い
め
、
右
鉄
骨
下
よ
り
右
手
骨
や
出
す
。
左

上
勝
骨
ロ
胸
監
に
滑
ひ
て
存
在

L
、
前
腰
骨
は
肘
閥
節
に
て

直
角
ゃ
な

L
て
属
ぜ
り
。
雨
側
大
腿
骨
は
腰
関
節
に
於
て
鰹

〈
屈
曲

L
、
雨
側
の
も
の
相
平
行

L
て
存
す
。
陸
部
は
膝
関

節
に
於
て
掻
く
屈
ぜ
り
。

臥

頭
骨
、
肩
押
骨
、
上
肢
骨
等
や
存
す
。

散
飢
ぜ
る
不
完
全
骨
織
。

臥

頭
部
及
脊
柱
等
の
一
部
分
の
み
存
在
ぜ
り
。

頭
部
は
強
く
前
居
。
雨
側
手
骨
は
前
胸
壁
土
に
在
リ
。
大
腿

骨
は
左
側
に
倒
れ
、
腰
関
節
に
於
て
直
角
や
成
ぜ
り
。
膝
関

節
目
強
屈
。

臥

身
腫
胞
の
一
部
分
の
み
存
在
す
。

八
五



人
骨
の
出
土
状
態
に
就
て

八
六

第
十
六
時
嗣

El-一 一
日月 |
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尺

仰
臥
屈
葬

一
額
賀
口
周
ぜ
す
c

前
田
開
骨
ロ
胸
に
按

L
て
伸
展
ぜ
ら
れ
十
い
リ
。

一
立
て
膝
に

L
て
雨
側
干
肢
は
膝
関
節
部
に
て
相
接

L
て
存
す
。

一
鹿
骨
ロ
膝
関
節
に
て
強
屈
曲
。
繭
側
の
も
の
近
接
し
て
存
し
、

一
足
骨
は
照
骨
前
に
夜
り。

一
頭
部
口
預
く
前
屈
。
右
側
前
臆
骨
ぼ
胸
壁
上
に
あ
り
。
左
側
前

一
勝
骨
収
骨
盤
上
に
在
り
。
腰
関
節
ロ
強
屈
。
爾
側
膝
部
は
腹
部

一
に
存
す
。
膝
関
節
目
屈
す
る
事
弧

L
。

一
頚
部
は
強
〈
前
属
。
雨
側
前
隠
骨
は
別
関
節
に
於
て
強
屈
曲
c

一
前
胸
腺卓
上
部
に
手
骨
わ
り
。
立
て
際
に
し
て
底
部
や
強
く
属

一
也
リ
c

爾
側
下
肢
は
膝
関
節
に
於
て
離
れ
れ
れ
ど
も
、
足
部

「
に
険
代
同
陣
岡
川
い
|
|
|1
11
1
1
11
11
-
-

-
両
側
肘
閥
節
を
強
〈
屈

L
、下
顎
品
円
前
部
よ
り
指
骨
現
ロ
る
。

一
筋
大
腿
骨
口
腹
関
節
に
於
て
惚
く
屈
曲
。
膝
闘
節
に
強
屈
。

一
南
側
干
肢
同
相
銭

L
て
存
す
。

第
十
五
競

十

三

月

二
十

一
日

S
(頭

)
1N

一立す一一唯一
rへ

最尺
下五
百字

語寸
す、J

一一一一
臥に左|臥に右| 仰
屈ゼ側!屈ぜmuI 臥
葬るた1:葬るた| 屈
抜下| 横下 | 葬

尺

五

寸

〈
貝
国
府
下
に
存
す
)

十

二

月

二
十
二
日

:¥NW 
，-， 

頭
、ー'

SSE 

第
十
七
時
抗

十

二

月

三
十
三
日

第
十
八
時
蜘

二

尺
〈
貝
暦
内
に
存
す
)

(注
芯
)

第
九
波
乃
至
十
五
競
は
相
接
近
し
て
存

L
、
四
肢
骨
の
何
れ
に
扇
ぜ
リ
や
不
明
瞭
な
る
も
の
多

L
o
骨
風
間
研
究
時
に
は
一
括

L
て
示
す
可

L

上

表

に

譲

り

て

明

ら

か

な

る

が

如

く

、

轟

人

骨

も

津

雲

人

骨

ぜ

同

じ

く

屈
位
じ
埋
葬
せ
ら
れ
た
り
。

E
多

数

例
仁
て
は
仰
臥
位
な
れ
ぎ
も
、
二
例
に
於
て
は
横
位
、
一
例
は
座
位
に
埋
葬
せ
ら
れ
た
り
。
埋
葬
時
身
鰻
長
軸
の

方

向

の

判

明

せ

る

も

の

十

三

例

あ

り

。

此

内

、

頭

部

を

南

方

又

は

南

に

近

き

方

向

さ

せ

る

も

の

四
例
、
南
西
さ
せ

る
も
の

一
例
、
北
又
は
北
に
近
き
も

の

三
例
、
西
北
に
向
け
し
も
の
二
例
、
西
に
近
く
せ
し
も

の

一
例
ゐ
り
。
津
雲

貝

塚

に

於

り

る

さ

異

な

り

、

人

骨

の

頭

部

方

向

が

著

し

く

凱

雑

じ

し

て

各

例

大

差

あ

る

こ

さ

明

か

な

り

。

焚

火

の

跡

は

貝

層

内

諸

慮

に

認

む

。

津

雲

貝

塚

に

於

け

る

さ

等

し

く

、嬬

火

の

位

置

さ

個

々

死

躍

さ

の

位

置

的

関

係

は

不

定

な

り

。又

貝

層

内

諸

慮

よ

り

大

小

の

自

然

石

を

出

せ

し

も

、

人

骨

さ

特

殊

の
位

置

闘

係

を

認

め

得

や
。又

津

雲

貝

塚

に

於

げ

る

が

如

く

、骨

の

部

が

特

別

の
位

置

に

存

在

し

居

り

て

、

棺

又

は

榔

の

存

在

を

般

定

せ

し

む

可

き

現

象

に

接

せ

ぎ

り

き

，

以
上
の
所
見
に
徴
し
、
衣

の
如
く
思
考
し
得
可
し
.
卸
人

骨

の

分

布
、方

向

等

の

出

土

状

態

不

規

則

な

る

鮎

じ



於
て
轟
人
は
津
雲
人
よ
り
も
文
化
の
度
低
し
。
而

τ
貝
輪
の
賦
揺
仁
よ
り
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
質
買
仁
し

て
華
美
な
ら
令
。
然
れ
ざ
も
骨
協
の
航
態
じ
就
き
て
後
報
す
る
が
如
く
、
叉
遺
物
篇
の
記
載
仁
操
り
て
明
ら
か

な
る
が
如
く
、
此
雨
貝
塚
人
骨
は
同
一
系
統
の
も
の
な
り
。
雨
者
の
差
異
は
数
量
的
の
も
の
仁
し
て
本
態
的
の

も
の
じ
非
ら
中
。
而
て
轟
貝
塚
の
文
物
が
低
叡
じ
在
る
は
地
方
的
差
異
あ
る
か
、
又
は
時
代
的
差
異
あ
る
も
の

な
り
。
南
者
の
説
れ
じ
重
き
を
置
〈
可
き
や
は
、
更
ら
じ
進
み
た
る
研
究
を
要
す
可
し
。

[
附
記
]

抜
歯
の
風
習
に
就
き
で
は
第
二
部
報
告
仁
詳
設
す
可
し
。
さ
れ
ざ
轟
人
骨
じ
で
は
(
肥
後
園
下
盆

城
郡
阿
高
村
貝
塚
人
骨
に
て
も
然
り
し
如
し
)
抜
歯
著
明
な
ら
ざ
り
し
に
、
津
雲
人
骨
じ
で
は
盛
ん
に
此
習

俗
行
は
れ
、
河
内
園
府
及
尾
張
熱
田
人
骨
仁
て
は
稀
れ
仁
見
る
の
み
な
り
。
此
原
因
は
何
仁
基
づ
く
や
熟
考

す
る
を
要
す
。

又
珪
部
珠
の
出
現
が
是
等
貝
塚
人
骨
に
於
い
て
、
現
代
日
本
人
ほ
ざ
稀
れ
な
ら
、
ざ
り
し
こ
さ
も
、
注
意
す

る
の
値
あ
り
。

(
大
正
九
年
二
月
下
旬
股
稿
)

肥
後
凶
字
士
郡
高
帥
村
字
山
宮
山
荘
貝
塚
人
骨
報
告

/¥ 
七



[
附
記
二

本
報
告
書
印
刷
中
、
大
正
九
年
七
月
東
北
帝
園
大
事
致
授
醤
皐
博
士
長
谷
部
言
人
君
は
肥
後

i¥ 
i¥ 

轟
貝
塚
の
残
僚
の
一
部
を
費
掘
し
、
人
骨
約
二
十
檀
及
び
遺
物
若
干
を
費
見
せ
ら
れ
た
り
。
就
中
注
意
す
可

き
は
、
少
数
の
捕
生
式
土
器
破
片
を
耕
土
屠
中
に
見
出
し
た
る
さ
、
骨
器
及
石
製
耳
飾
の
残
関
二
筒
を
得
ら

れ
た
る
こ
さ
な
り
、
耳
飾
は
白
色
大
理
石
よ
り
成
り
、
業
の
形
式
全
く
河
内
園
府
遺
跡
等
よ
り
接
見
せ
ら
れ

し
も
の
さ
相
閉
じ
き
を
見
る
は
最
も
重
要
な
る
事
賓
さ
な
す
。
同
君
の
費
掘
に
関
す
る
詳
細
な
る
報
告
は
、

別
に
接
表
せ
ら
る
可
き
を
信
や
る
も
、
今
ま
同
君
の
厚
意
に
よ
り
、
此
の
新
事
買
を
附
記
し
、
耳
飾
は
之
を
巻

首
園
版
中
に
掃
入
す
る
を
得
た
る
は
、
余
輩
の
深
〈
喜
ぷ
慮
な
り
。
(
演
田
}

鈎

[
附
記
二
]

河

内

国

府

石

器

時

代

遺

跡

は

大

正

九

年

八

月

清

野

醤

皐

博

士

の

手

に

よ
り
て
、
夏
じ
其
の
残
存
部
を
費
掘
し
、
遺
跡
北
端
道
路
に
近
く
、
敷
憧
の
人
骨
・
を
援
見

せ
ら
れ
た
る
が
、
就
中
第
三
競
屈
強
な
る
男
性
の
人
骨
骨
盤
附
近
に
於
川
て
、
獣
骨
に

加
工
し
、
穿
孔
せ
る
装
飾
品
一
箇
を
獲
た
り
。
某
の
形
朕
稿
々
津
雲
及
園
府
に
於
い
て

従
来
接
見
の
腰
飾
吉
相
同
じ
か
ら
ざ
る
も
、
亦
た
以
て
塞
考
す
る
に
費
す
可
し
。
故
に

今
ま
之
を
上
闘
に
其
の
表
裏
南
面
を
示
す
。
(
潰
田
)
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